
 

 

 

 

 

 

「パパさんぽ」 

きくちちき／作 

文溪堂 

対象年齢：１才から 

出版年：２０２５年２月 

 パパとくまちゃんはおさんぽに出発。気まぐれなくま

ちゃんは「ちょうちょまてー」「とかげさんまてー」

と、あちこちよりみちがとまりません。木の上のねこ

さんを見つけて、「いいなあ、いきたいなあ」と言う

と…。パパと一緒が楽しくなるシリーズ第３作目で

す。（ E キ） 

「はい はい はーい！」 

こがようこ／作 

瑞雲舎 

対象年齢：１才から 

出版年：２０２５年５月 

 「りんちゃん りんちゃん どこですか？」呼ばれた 

りんちゃんは、手をあげて「はーい！」とお返事。 

何度も元気にお返事してくれましたが、最後は自分で

顔をかくしてしまい、「あれあれ？りんちゃんが いな

い いない」。親子で呼びかけあいながら楽しめる絵本

です。（Ｅコ） 

「こんにちは！ コビンくん」 

いしいつとむ／作 

アリス館 

対象年齢：３才から 

出版年：２０２５年３月 

 雨の日が大好きな小びんのコビンくん。しずくが当た

るとポン・ポン・ピン♪ポポン・ピン♪と素敵な音が

します。コビンくんが歩いていると、迷子になって泣

いているチョウチョのモンちゃんに出会いました。コ

ビンくんとモンちゃんの小さな冒険が始まります。 

（E イ） 

「マルクのふしぎなかさ」 

松本猛／文 たなか鮎子／絵 

徳間書店 

対象年齢：３才から 

出版年：２０２５年４月 

 絵を描くのが好きなローズは、お母さんの誕生日に絵

をプレゼントする約束をしています。なかなかうまく

描けずに、まだ暗いうちに目を覚ますと、窓辺にふし

ぎなかさを持った小さな男の子、マルクがやってきま

した。ふたりは絵に描きたいものを探しに町へ飛び出

します。（Ｅタ） 



 
 
 
 

「せんせい みてて！」 

石井聖岳／作 

童心社 

対象年齢：３才から 

出版年：２０２５年３月 

 「せんせいみてて！」はなちゃんがそろりそろりと 

一本橋をわたります。「わーできた－！がんばっ 

たね－！」と拍手をすると、草むらから「わたしもみ

てて！」という声。やってきたのは…？保育士になっ

た絵本作家による、園児とのふれあいから生まれた絵

本です。（Eイ） 

「だいぶつさま かぜをひく」 

苅田澄子／文 

中川学／絵 アリス館 

対象年齢：５才から 

出版年：２０２５年２月 

 ある日、『なむなむびょういん』の薬師先生のもとへ

狛犬がかけこんできました。「だいぶつさまがたお 

れたわん！」大仏さまを心配したほとけさまたちが 

次々と集まってきて、みかんをむいてあげたり、子守

唄を歌ったり。大仏さまは元気になれるのでしょう

か？（Ｅナ） 

「あかりをひとつともしてみたら」 

クリスティ・マシソン／文 

アヌスカ・アレプス／絵 

ふしみみさを／訳 光村教育図書 

対象年齢：５才から 

出版年：２０２５年２月 

冷たい雨が降る夕方、街の明かりが消えてしまいま

す。真っ暗な通りを見て、ひどくひとりぼっちな気持

ちになったコトリちゃんは、家の前に明かりをともし

たランタンを置いてみました。それに元気づけられた

人も明かりをともし、だんだんと街が明るくなってい

きます。（Ｅア） 

「おおきな おおきな あさごはん」 

リチャード・ジョーンズ／作 

よしいかずみ／訳 化学同人 

対象年齢：５才から 

出版年：２０２５年３月 

ある日ことりがやってきて、ぼくの手から朝ごはんを

食べました。次の日には２ひきのねずみ、さらに次の

日には４ひきのリスも仲間入り。はらぺこさんたちは

その後も増えていき、大勢でにぎやかな朝ごはん！ 

動物たちが食べる音のオノマトペも楽しい１冊です。 

（E ジ） 

 
 
 
 
 

「こぐまちゃん おはよう」 

わかやまけん／作 

もりひさし／作 

わだよしおみ／作 こぐま社 

対象年齢：１才から 

出版年：１９７０年１０月 

 こぐまちゃんは、朝起きると自分で顔を洗い、歯をみ

がきます。「みてて みてて」。朝ごはんをいっぱい食

べた後は、おもちゃのぞうさんやきりんちゃんたちと

遊びますよ。小さな子どもの、朝起きてから寝るまで

の一日の様子が描かれています。（Ｅワ） 

「とても とても あついひ」 

こいでたん／文 

こいでやすこ／絵 

福音館書店 

対象年齢：３才から 

出版年：１９９０年６月 

 とても暑い日、ねずみたちが昼寝から目を覚ますと、

ぶらんこと手押し車がなくなっていました。汗をかき

かき探しに行くと、なんと、うさぎとたぬきの家でも

大事なものがなくなっていたのです。みんなで車輪の

あとを追うと、やがて一軒の家にたどり着き、そこに

いたのは…？ 夏にぴったりの一冊。（Ｅコ） 

 


